
田川広域水道企業団規約 

平成元年９月２９日 

福岡県知事許可指令１地行第２０６号 

改正 平成１４年４月２２日許可 

平成１８年２月２４日１７地第６７６３号許可 

平成３０年１１月２６日３０市町村第３１３２号許可 

令和４年７月２１日４行財支第１４８６号許可 

第１章 総則 

（企業団の名称） 

第１条 この企業団は、田川広域水道企業団（以下「企業団」という。）という。 

（企業団を組織する地方公共団体） 

第２条 企業団は、田川市、川崎町、糸田町及び福智町（以下「関係市町」という。）を   

もって組織する。 

（企業団の共同処理する事務） 

第３条 企業団は、水道事業の経営に関する事務を共同処理する。 

（企業団の事務所の位置） 

第４条 企業団の事務所は、田川市中央町１番１号に置く。 

第２章 企業団の議会 

（議員の定数） 

第５条 企業団の議会の議員（以下「議員」という。）の定数は１３名とし、関係市町の  

選出区分は、次のとおりとする。 

田川市 ５名 

川崎町 ３名 

糸田町 ２名 

福智町 ３名 

（議員の選出） 

第６条 議員は、関係市町の議会の議員の中から選出する。 

（議員の任期） 

第７条 議員の任期は、関係市町の議会の議員の任期による。ただし、任期中にその職を

はなれたときは、議員の資格を失う。 



２ 議員に欠員を生じたときは、前条の規定による議員の補充を行うものとし、その任期

は、前任者の残任期間とする。 

（議長及び副議長） 

第８条 議会に議長及び副議長を置く。 

２ 議長及び副議長は、議員の互選とする。 

３ 議長及び副議長の任期は、議員の任期とする。 

第３章 企業団の執行機関 

（企業長及び副企業長） 

第９条 企業団に企業長、副企業長を置く。 

２ 企業長、副企業長は、関係市町の長の互選とする。 

３ 企業長、副企業長の任期は、当該団体の長としての任期による。 

４ 企業長、副企業長に事故あるとき、又は欠けたときは企業長があらかじめ指定する  

上席の職員がその職務を行う。 

（企業職員） 

第１０条 企業団に職員（以下「企業職員」という。）を置く。 

２ 前項の企業職員は、企業長が任免する。 

（監査委員） 

第１１条 企業団に監査委員２名を置く。 

２ 監査委員は、企業長が議会の同意を得て、議会の議員及び知識経験を有する者のうち

からそれぞれ１名を選任する。 

３ 監査委員の任期は、知識経験を有する者のうちから選任された者にあっては４年とし、

議員のうちから選任された者にあっては議員の任期による。 

（運営協議会の設置） 

第１２条 企業団事務の適切な運営を図るため、運営協議会を置く。 

２ 運営協議会の委員は、関係市町の長をもって充てる。 

３ 運営協議会に必要な事項については、企業長が定める。 

第４章 企業団の経費 

（企業団の経費の支弁の方法） 

第１３条 企業団の経費は、料金、企業債、補助金、出資金、負担金、その他の収入を    

もって充てる。 



２ 前項の負担金の割合については、関係市町が協議して定める。 

附 則 

この規約は、知事の許可の日から施行する。 

附 則（平成１４年４月２２日許可） 

この規約は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則（平成１８年２月２４日１７地第６７６３号許可） 

（施行期日） 

１ この規約は、平成１８年３月６日から施行する。 

（経過措置） 

２ 市町村の合併の特例に関する法律（昭和４０年法律第６号）第７条第１項の規定に  

より廃置分合前の金田町、赤池町及び方城町の議会議員が引き続き福智町の議会議員と

して在任する期間においては、改正後の田川地区水道企業団規約第５条の規定にかかわ

らず、議員の定数は１１名とし、福智町の選出議員は４名とする。 

附 則（平成３０年１１月２６日３０市町村第３１３２号許可） 

この規約は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、第５条の改正規定は、福岡県

知事の許可のあった日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和５年４月１日から施行する。 


